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一
〇
九

〔
調
査
報
告
掲
載
に
あ
た
っ
て
〕

本
報
告
は
、
二
〇
一
八
年
よ
り
継
続
し
て
き
た
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ｃ

「
日
中
戦
争
下
の
学
術
調
査
と
人
的
交
流
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
興
亜
留
学
生
小

川
貫
弌
の
記
録
よ
り
」
の
年
度
報
告
で
あ
る（

（
（

。
戦
時
下
に
作
成
さ
れ
た
中
国
仏
教
史

に
関
す
る
調
査
記
録
を
、
歴
史
資
料
と
し
て
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
。
当
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
（、
日
中
戦
争
下
、
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
（
以
下
、
本
願
寺
派
、
も
し
く
は
、
西
本
願
寺
と
略
す
（
の
興
亜
留
学
生
と
し
て
渡
中
し

た
小
川
貫
弌
（
以
下
、
貫
弌
と
略
す
（
が
、
中
国
に
て
作
成
・
蒐
集
し
た
資
料
を
調
査

対
象
と
し
、
中
国
で
の
実
地
調
査
を
通
し
て
こ
れ
を
検
証
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
、
お
よ
び
、
そ
れ

以
降
の
中
国
で
徹
底
さ
れ
た
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
」
の
影
響
に
よ
る
調
査
環
境
の
変

化
を
う
け
て
、
昨
年
度
か
ら
当
初
の
目
的
を
変
更
し
、
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

と
並
行
し
て
、
付
随
的
な
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
、
国
内
に
お
け
る
比
較
資

料
の
デ
ー
タ
蒐
集
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
そ
の
後
の

研
究
状
況
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

歴
史
学
に
と
っ
て
、
考
察
の
基
礎
と
な
る
史
資
料
デ
ー
タ
の
蒐
集
は
つ
ね
に
課
題

と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
古
代
や
中
世
に
比
べ
れ
ば
多
く
残
存
し
て
い
る
近
代
の

そ
れ
も
、
新
出
・
既
出
を
問
わ
ず
、
比
較
資
料
と
な
り
う
る
も
の
と
な
る
と
、
そ
の

探
索
は
な
か
な
か
に
容
易
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
調
査
対

象
が
日
中
戦
争
に
関
わ
る
。 

国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
戦
争
関
係
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
も
着
実
に
進
ん
で
は
い
る
が
、 

個

人
蔵
の
も
の
と
な
る
と
、
個
人
情
報
の
開
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
争
協
力
と
い
う
事

実
と
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
調
査
の
交
渉
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
例
は
、

実
は
こ
れ
ま
で
に
も
存
在
し
て
い
る
。
加
え
て
、
実
際
に
公
開
す
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
も
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
の
比
較
研
究
と
い
う
性
格
上
、
公
開
を
前
提
と
し

て
調
査
協
力
を
依
頼
す
る
形
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
所
蔵
者
と
の
協
力
関
係
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、 

そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
と
も
に
、 

調
査
の
趣
旨
や
意
義
を
明

示
し
、
事
前
に
十
分
な
理
解
を
得
て
お
く
と
い
っ
た
作
業
が
必
要
で
、
調
査
着
手
以

前
、
準
備
段
階
の
交
渉
に
お
い
て
も
、
想
定
以
上
の
難
し
さ
が
あ
る
、
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

さ
て
、
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
状
況
下
に
あ
っ
て
、
本
年
度
、
少
し
ず
つ
取
り
組

ん
で
き
た
の
が
、
中
国
で
貫
弌
と
直
接
交
流
の
あ
っ
た
人
物
に
関
す
る
資
料
調
査
で

あ
る（

（
（

。
と
い
う
の
も
、
本
願
寺
派
の
興
亜
留
学
生
と
し
て
日
中
戦
争
下
の
中
国
に

渡
っ
た
貫
弌
が
、
中
国
で
交
流
し
た
人
々
の
大
半
は
同
派
に
所
属
し
た
僧
侶
で
あ

り
、
中
国
で
の
開
教
事
業
に
何
ら
か
の
形
で
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、

概
し
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
人
物
が
多
く
、
そ
の
自
坊
も
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
、

そ
こ
に
関
係
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
高
い
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
同
じ
宗
派
に
属
し
、
か
つ
て
中
国
で
同
様
の
立
場
に
身
を
置
い
た
人
々

の
親
族
で
あ
れ
ば
、
調
査
・
研
究
の
趣
旨
や
真
意
に
つ
い
て
理
解
を
得
や
す
い
、
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。
事
実
、
本
報
告
で
〔
史
料
紹
介
〕
と
し
て
掲
載
し
た
「
小
笠
原

彰
眞
資
料
」
は
、
現
在
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
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〇

小
笠
原
彰
眞
（
西
本
願
寺
上
海
別
院
輪
番
・
中
南
支
布
教
総
監
及
び
開
教
総
長
（
の
自
坊
に
残

さ
れ
て
い
た
資
料
群
で
、
小
笠
原
の
親
族
へ
の
聞
取
り
の
結
果
、
同
図
書
館
に
寄
贈

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
、
今
回
の
調
査
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
同
じ
く
本
願
寺
派
に
つ
い
て
は
、
西
本
願
寺
の
関
係
機
関
に
保
管
さ
れ
た
開

教
関
係
資
料
の
存
在
も
視
野
に
含
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
寺
で
は
こ
れ
ら
の
資
料

を
広
く
学
術
利
用
に
資
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
の
比

較
資
料
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
今
後
、
い
く
つ
か
の
手
続
き
を
踏
ま
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
昨
年
度
か
ら
着
手
し
は
じ
め
た
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
つ
い
て

は
、
三
月
に
試
行
版
と
し
て
公
開
し
た
山
西
省
関
係
の
資
料
に
ひ
き
つ
づ
き
、
現

在
、
南
京
関
係
の
写
真
資
料
を
公
開
す
る
べ
く
整
理
作
業
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
南
京

関
係
の
資
料
は
、
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
着
手
し
た
初
年
度
、
貫
弌
が
講
師
を

つ
と
め
た
南
京
仏
学
院
を
中
心
に
、「
古
林
律
寺
と
南
京
仏
学
院
─
西
厳
寺
蔵
「
小

川
貫
弌
資
料
」
南
京
関
係
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」
と
し
て
一
応
の
分
析
を
試
み
て
い
る

が（
（
（

、
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
こ
の
南
京
仏
学
院
を
主
軸
と
し
て
、
そ
の
後
の
調
査

の
成
果
等
を
加
え
て
構
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
南
京
関
係
資
料
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
作
業
と
並
行
し
て
、

二
〇
二
二
年
十
二
月
五
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
同
朋
大
学
Ｄ
Ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
１

Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、「
戦
時
下
の
中
国
仏
教
研
究
Ⅲ
─
南
京
仏
学
院
と
「
亀

谷
法
城
資
料
」」
展
を
開
催
し
た
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
南
京
仏
学
院
は
、
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
（
に
創
設
さ
れ
た
中
国
人
僧
侶
養
成
学
校
で
、
陸
軍
特
務
部
の

管
轄
の
も
と
、
中
国
の
青
少
年
を
選
抜
し
、
日
本
の
開
教
事
業
に
資
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
仏
教
と
青
少
年
教
育
を
通
し
て
中
国
の
人
々
を
懐
柔

す
る
宣
撫
工
作
機
関
と
し
て
開
設
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
若
き

僧
侶
候
補
生
た
ち
に
十
分
な
生
活
環
境
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
た
こ
と

も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
日
本
式
を
強
要
し
た
形
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時

の
中
国
で
は
僧
侶
の
社
会
的
地
位
は
低
く
、
経
済
的
に
も
窮
乏
す
る
状
況
で
あ
っ
た

な
か
、
南
京
仏
学
院
は
教
育
施
設
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
、
と
み
る
こ
と

も
で
き
る
。
そ
う
し
た
戦
争
下
に
お
け
る
人
的
交
流
の
複
雑
、
か
つ
、
特
殊
な
状
況

を
、
歴
史
的
に
ど
う
評
価
す
る
の
か
。
本
展
覧
会
で
は
、
写
真
資
料
を
中
心
に
、
同

学
院
で
の
日
本
人
講
師
と
中
国
人
学
生
と
の
関
係
を
具
体
的
に
提
示
し
、
一
般
の

方
々
や
学
生
た
ち
に
戦
争
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
展
示
内
容
の

工
夫
を
試
み
た
。

な
お
、
戦
中
・
戦
後
の
ア
ル
バ
ム
が
三
冊
、
南
京
仏
学
院
の
機
関
誌
と
し
て
発

行
さ
れ
た
『
南
京
仏
学
院
だ
よ
り
』
の
第
七
号
、「
開
教
使
」
と
刷
ら
れ
た
名
刺
が

一
枚
と
、
わ
ず
か
数
点
で
は
あ
る
が
、
南
京
仏
学
院
で
貫
弌
と
と
も
に
開
学
当
初

か
ら
講
師
を
つ
と
め
た
亀
谷
法
城
（
本
願
寺
派
開
教
使
（
の
自
坊
明
楽
寺
（
山
口
県
熊

毛
郡
田
布
施
町
（
に
残
さ
れ
て
い
た
「
亀
谷
法
城
資
料（

（
（

」
を
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
の

比
較
資
料
と
し
て
、
本
展
覧
会
で
は
特
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。
こ
の
「
亀
谷
法

城
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
初
年
度
、
南
京
仏
学
院
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
、
一
度
、

そ
の
内
容
を
吟
味
し
て
い
る
が
、
今
回
は
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
作
業
と
の
連

携
か
ら
、
特
に
写
真
資
料
を
中
心
に
精
査
し
、
そ
こ
か
ら
歴
史
情
報
を
読
み
取
り
、



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
『
小
川
貫
弌
資
料
』
調
査
報
告
（
七
）

一
一
一

し
て
貫
弌
に
贈
ら
れ
た
数
十
点
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が

小
さ
な
紙
片
で
あ
る
が
、
中
国
国
家
図
書
館
（N

LC

（
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書

館
（BnF

（
所
蔵
の
「
敦
煌
文
書
」
約
五
三
〇
〇
点
を
「
中
华
古
籍
资
源
库
」
で
公

開
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
。
料
紙
や
墨
な
ど
、
古
文
書
科
学
と
も

い
う
べ
き
科
学
的
な
視
座
か
ら
の
研
究
が
進
ん
だ
昨
今
、
龍
谷
大
学
所
蔵
の
大
谷
家

旧
蔵
「
敦
煌
文
書
」
と
の
校
勘
も
併
せ
て
、
こ
れ
ら
断
簡
の
デ
ー
タ
分
析
が
進
め

ば
、
国
際
的
な
研
究
蓄
積
に
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
も
十
分
に
期
待
で
き
る
。

な
お
、
戦
争
下
の
資
料
を
分
析
対
象
と
す
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
敦
煌
文
書
」

研
究
と
は
学
術
的
関
心
が
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
貫
弌
所
蔵
の
資
料
全
般

を
広
く
把
握
し
て
お
く
と
い
う
視
座
か
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
第
5
研
究
グ
ル
ー

プ
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
し
て
連
携
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回

の
「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
の
調
査
も
、
何
よ
り
そ
う
し
た
連
携
関
係
の
所
産
と
し
て

実
現
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
文
末
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ
の
経
緯
を
明
記
し
て
、

今
回
の
調
査
に
お
骨
折
り
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
対
す
る
心
か
ら
の
感
謝
に
換
え

た
い
と
思
う
。
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「
小
川
貫
弌
資
料
」
と
の
比
較
検
証
を
試
み
た
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
明
楽
寺
に
は
、

『
南
京
仏
学
院
概
況
報
告
』（
昭
和
十
四
年
十
二
月
発
行
（・『
南
京
仏
学
院
一
覧
』（
昭
和

十
七
年
六
月
発
行
（
と
い
う
、
仏
学
院
の
設
立
経
緯
や
組
織
構
成
に
つ
い
て
記
さ
れ
た

公
的
記
録
も
残
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
散
逸
し
て
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る（

5
（

。
し

た
が
っ
て
、
公
的
記
録
が
現
状
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、「
亀
谷
法
城

資
料
」
は
資
料
と
し
て
の
内
容
に
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
南
京

駐
留
時
代
の
ア
ル
バ
ム
に
は
二
三
〇
枚
に
も
の
ぼ
る
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
戦

争
下
に
お
け
る
人
的
交
流
の
探
索
と
い
う
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

す
る
と
、
写
真
の
画
像
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
少
な
く
な
く
、
そ
の
史
料
的
価
値
は

決
し
て
低
く
な
い
、
と
考
え
る（

（
（

。
そ
し
て
、
同
様
に
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
に
も
南

京
関
係
の
写
真
一
五
〇
枚
が
含
ま
れ
て
お
り
、「
亀
谷
法
城
資
料
」
を
補
完
的
に
用

い
つ
つ
、
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
複
雑
な
人
的
交
流
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ

る
資
料
群
と
し
て
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
を
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
通
し
て

公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（RCW

BC

（
に
お
い
て
、

本
年
度
よ
り
「
西
域
総
合
研
究
班
（
代
表
：
三
谷
真
澄
（」
の
第
5
研
究
グ
ル
ー
プ

と
し
て
「
小
川
貫
弌
師
旧
蔵
資
料
の
調
査
研
究
（
代
表
：
佐
藤
智
水
（」
が
発
足
し

た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
こ
のRCW

BC

に
お
け
る
研
究
グ
ル
ー
プ
発
足

は
、
貫
弌
が
所
蔵
し
て
い
た
「
橘
瑞
超
文
書
」
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、

大
谷
探
検
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
調
査
に
加
わ
っ
た
橘
瑞
超
（
以
下
、
瑞
超
と
略
す
（

が
個
人
的
に
蒐
集
し
た
と
い
う
西
域
文
書
断
簡
の
う
ち
、
瑞
超
か
ら
親
交
の
証
し
と
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う
盛
り
込
む
か
、
関
係
者
と
相
談
の
う
え
、
公
開
の
道
を
探
り
た
い
、
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、同
資
料
は
発
見
者
の
判
断
に
よ
り
、現
在
は
貫
弌
の
自
坊
で
あ
っ

た
西
厳
寺
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

（
5
（　 

両
資
料
は
、
本
願
寺
派
開
教
使
の
日
本
語
教
育
を
論
ず
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、

明
楽
寺
を
訪
れ
、
亀
谷
と
直
接
会
っ
て
資
料
を
調
査
し
た
龍
谷
大
学
教
授
小
島

勝
氏
の
手
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
辛
く
も
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た

（
小
島
勝
「
本
願
寺
派
開
教
使
の
日
本
語
教
育
」（
小
島
勝
・
木
場
明
志
編
『
ア

ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
Ⅲ
、
法
蔵
館
、
平
成
四

年
三
月
（。

（
（
（　 『
中
外
日
報
』
の
記
事
な
ど
か
ら
、
日
中
戦
争
期
、
仏
教
を
利
用
し
た
宣
撫
工
作

の
一
環
と
し
て
、
中
国
人
僧
侶
の
養
成
機
関
が
中
国
各
地
に
設
立
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
く
、
ほ
と

ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
（
（　 『
劫
余
帖
』
と
題
し
た
冊
子
に
貫
弌
自
身
の
手
に
よ
っ
て
貼
付
さ
れ
た
状
態
で
保

管
さ
れ
て
お
り
、
同
帖
に
同
じ
く
貼
付
さ
れ
た
橘
瑞
超
か
ら
の
貫
弌
宛
書
簡
に

は
、「
陳
者　

先
年
お
話
し
申
し
ま
し
た　

西
域
出
土
品　

別
送
い
た
し
ま
し
た
。

御
親
交
賜
り
し
記
念
に
ご
恵
存
を
」
と
あ
る
（
猪
飼
祥
夫
「
小
川
貫
弌
先
生
の

残
さ
れ
た
貴
重
書
概
観
」、『
東
洋
史
苑
』
第
七
〇
・
七
十
一
合
併
号
、
平
成
二

十
年
三
月
（。

（
（
（　 

科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ｃ
「
日
中
戦
争
下
の
学
術
調
査
と
人
的
交
流
を
探
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
興
亜
留
学
生
小
川
貫
弌
の
記
録
よ
り
」（
課
題
番
号（8K

009（（　

二
〇
一
八
～
二
〇
二
二
年
度　

研
究
代
表
者
藤
井
由
紀
子
（。
過
去
の
報
告
に
つ

い
て
は
以
下
の
通
り
。
藤
井
由
紀
子
・
中
川
剛
・
高
木
祐
紀
・
小
川
徳
水
・
工

藤
克
洋「
特
別
調
査
報
告　

西
厳
寺
蔵「
小
川
貫
弌
資
料
」調
査
報
告（
一
（」（『
同

朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
号
、
平
成
二
十
九
年
三
月
（。
藤
井

由
紀
子
・
小
川
徳
水
・
北
村
一
仁
・
大
艸
啓
・
工
藤
克
洋
・
高
木
祐
紀
・
中
川
剛
・

新
野
和
暢
・
花
栄
・
日
比
野
洋
文「
特
別
調
査
報
告　

西
厳
寺
蔵「
小
川
貫
弌
資
料
」

調
査
報
告
（
二
（」（『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
号
、
平
成

二
十
九
年
十
二
月
（。
藤
井
由
紀
子
・
小
川
徳
水
・
中
川
剛
・
日
比
野
洋
文
「
特

別
調
査
報
告　

西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」
調
査
報
告
（
三
（」（『
同
朋
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
八
号
、
平
成
三
十
一
年
三
月
（。
藤
井
由
紀
子
・

花
栄
「
特
別
調
査
報
告　

西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」
調
査
報
告
（
四
（」（『
同

朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
九
号
、
令
和
二
年
三
月
（。
藤
井
由
紀

子
「
特
別
調
査
報
告　

西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」
調
査
報
告
（
五
（」（『
同

朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
号
、
令
和
三
年
三
月
（。
藤
井
由
紀
子
・

川
口
淳
・
中
川
剛
・
日
比
野
洋
文「
特
別
調
査
報
告　

西
厳
寺
蔵「
小
川
貫
弌
資
料
」

調
査
報
告
（
六
（」（『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
一
号
、
令
和

四
年
三
月
（。
さ
ら
に
、
資
料
分
析
に
基
づ
い
て
、『
戦
時
下
の
中
国
仏
教
研
究

─
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」
と
山
西
省
調
査
記
録
』（
同
朋
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
（、『
戦
時
下
の
中
国
仏
教
研
究
Ⅱ
─
石
壁
山

玄
中
寺
復
興
と
「
小
笠
原
宣
秀
資
料
」』（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
平
成

三
十
年
七
月
（、『
戦
時
下
の
中
国
仏
教
研
究
Ⅲ
─
南
京
仏
学
院
と
「
亀
谷
法
城

資
料
」』（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
令
和
四
年
十
二
月
（
と
い
う
三
つ
の

展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。

（
（
（　 

調
査
交
渉
や
調
査
先
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
小
川
貫
弌
の
子
息
で
あ
り
、
西
厳

寺
の
現
住
職
で
あ
る
小
川
徳
水
氏
の
協
力
が
極
め
て
大
き
い
。

（
（
（　 

注
１
の
う
ち
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
調
査
報
告
（
三
（」
を
参
照
の
こ
と
。

（
（
（　 

新
潟
大
学
（
当
時
（
柴
田
幹
夫
氏
、
龍
谷
大
学
野
世
英
水
氏
に
よ
り
、
明
楽
寺

の
法
城
の
住
居
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
離
れ
か
ら
発
見
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。「
小

川
貫
弌
資
料
」
の
比
較
資
料
と
し
て
、
今
後
こ
れ
を
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ど



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
『
小
川
貫
弌
資
料
』
調
査
報
告
（
七
）

一
一
三

〈
は
じ
め
に
〉

こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
西
本
願
寺
上
海
別
院
の
輪
番
で
あ
り
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
（
以
下
、
本
願
寺
派
と
略
す
（
の
中
南
支
布
教
総
監
・
開
教
総
長
で
あ
っ
た
、

小
笠
原
彰
眞
（
以
下
、
小
笠
原
と
略
す
（
の
自
坊
西
覚
寺（

（
（

に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
で
あ

る
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
（
六
月
、
そ
の
娘
婿
で
あ
る
小
笠
原
慶
麿
氏
に
よ
っ
て

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
同
図
書
館
で
は
こ
れ
を
貴

重
書
と
し
て
収
蔵
、
管
理
し
て
い
る
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
過
去
五
年
間

に
わ
た
り
、
中
国
仏
教
史
学
者
で
あ
っ
た
小
川
貫
弌
（
以
下
、
貫
弌
と
略
す
（
が
、
本

願
寺
派
の
興
亜
留
学
生
と
し
て
日
中
戦
争
下
の
中
国
に
渡
っ
た
際
の
記
録
を
、「
小

川
貫
弌
資
料
」（
岐
阜
県
各
務
原
市
西
厳
寺
蔵
（
と
し
て
研
究
対
象
と
し
、
副
次
的
な
活

《
史
料
紹
介
》

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」

藤
　
井
　
由
紀
子

小
　
川
　
徳
　
水

動
と
し
て
関
連
資
料
の
渉
猟
に
努
め
て
き
た
が（

（
（

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ

る
海
外
調
査
の
環
境
変
化
を
鑑
み
て
、
昨
年
度
か
ら
は
範
囲
を
拡
大
し
、
日
本
国
内

に
お
け
る
関
連
資
料
の
本
格
的
な
探
索
を
進
め
て
お
り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
小
笠
原

の
資
料
も
ま
た
、
そ
う
し
た
試
み
の
一
つ
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
小
笠
原
は
日
中
戦
争
時
、
本
願
寺
派
の
中
南
支
に
お

け
る
開
教
事
業
を
統
轄
す
る
立
場
に
あ
り
、
渡
中
直
後
の
貫
弌
に
対
し
て
南
京
駐
留

を
命
じ
た
人
物
で
も
あ
る（

（
（

。
残
念
な
が
ら
、
今
回
調
査
し
た
資
料
中
に
は
貫
弌
に
直

接
関
わ
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
広
義
の
補
完
資
料
と
い
う
視
座
か

ら
、
こ
の
西
覚
寺
旧
蔵
資
料
を
「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
と
仮
称
し
、
そ
の
内
容
や

「
小
川
貫
弌
資
料
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
以
下
、
簡
略
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。
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組
織
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、
同
年
四
月
、
大
同
連
盟
仏
教
部
は
中
国
仏
教
者
と
の

提
携
を
目
的
と
し
て
日
華
仏
教
会
を
各
地
に
つ
く
っ
た
が
、
南
京
で
は
市
長
蔡
培
を

総
裁
と
し
て
「
南
京
日
華
仏
教
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
、
七
月
に
そ
の
教
育
機
関
と
し

て
誕
生
し
た
の
が
南
京
仏
学
院
で
あ
り
、
そ
の
運
営
は
も
っ
ぱ
ら
本
願
寺
派
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
大
同
連
盟
に
お
い
て
本
願
寺
派
は
重
要
な
位
置
を
占
め

た
ら
し
く
、
名
誉
職
な
が
ら
副
総
裁
に
は
大
谷
光
瑞
（
以
下
、
光
瑞
と
略
す
（
が
就
い

た
ほ
か
、
総
務
局
長
に
は
光
瑞
の
腹
心
で
も
あ
っ
た
小
笠
原
が
就
任
し
た（

8
（

。
ま
た
、

小
笠
原
は
大
同
連
盟
発
足
以
前
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
（
十
月
に
上
海
で
開
か

れ
た
結
成
準
備
委
員
会
で
も
委
員
長
を
つ
と
め
、
つ
づ
い
て
開
催
さ
れ
た
文
部
省
宗

教
局
協
議
会
に
も
連
盟
側
を
代
表
し
て
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し

た
小
笠
原
の
立
場
を
投
影
し
て
、
大
同
連
盟
の
年
鑑
に
は
小
笠
原
に
よ
る
連
盟
結
成

記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

9
（

。

と
こ
ろ
が
、
小
笠
原
と
も
面
識
が
あ
り
、
中
支
の
宗
教
工
作
の
要
と
も
い
う
べ
き

南
京
仏
学
院
に
職
を
得
な
が
ら
、
貫
弌
の
残
し
た
資
料
に
は
仏
学
院
に
関
す
る
も
の

は
散
見
さ
れ
る
が
、
大
同
連
盟
に
ま
つ
わ
る
も
の
は
な
ぜ
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。
唯

一
、
南
京
日
華
仏
教
連
盟
の
結
成
時
の
式
次
第
が
数
枚
あ
る
の
み
で（

（1
（

、
上
海
別
院
に

関
す
る
も
の
も
皆
無
と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
、
小
笠
原
の
親
族
か

ら
、
龍
谷
大
学
に
西
覚
寺
の
旧
蔵
資
料
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
、
貫
弌
資
料
の
空
白
を
補
完
す
る
目
的
で
、
そ
の
調
査
を
試
み
る
こ

と
と
し
た
の
で
あ
る
。

〈
一
　
小
笠
原
彰
眞
と
小
川
貫
弌
〉

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
（
四
月
、
本
願
寺
派
の
興
亜
留
学
生（

（
（

の
一
人
と
し
て
渡

中
し
た
貫
弌
は
、
航
路
、
ま
ず
上
海
に
入
り
、
こ
こ
で
小
笠
原
と
面
会
し
た
。
本
願

寺
派
の
上
海
に
お
け
る
開
教
拠
点
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
（、
上
海
市
街

の
乍
浦
路
に
開
設
さ
れ
た
出
張
所
に
始
ま
る
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
（
五
月
、

本
堂
や
附
属
施
設
を
新
た
に
竣
工
し
た
こ
と
を
機
に
、
こ
れ
が
昇
格
し
て
上
海
別
院

と
な
り
、
輪
番
事
務
取
扱
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
小
笠
原
で
あ
っ
た（

5
（

。
そ
の
後
、
昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
（
七
月
、
盧
溝
橋
事
件
が
勃
発
し
て
日
中
戦
争
に
突
入
す
る

と
、
上
海
別
院
に
は
小
笠
原
を
主
任
と
し
て
臨
時
部
が
特
設
さ
れ
、
従
軍
布
教
を
は

じ
め
、
遺
骨
送
迎
な
ど
の
活
動
を
担
っ
た
が
、
さ
ら
に
戦
局
を
反
映
し
、
昭
和
十
四

年
（
一
九
三
九
（
一
月
、
別
院
内
に
は
中
南
支
布
教
総
督
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
総

監
の
任
に
就
い
た
の
が
、
や
は
り
小
笠
原
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
布
教
総
督
部

設
置
の
三
ヶ
月
後
に
貫
弌
は
渡
中
し
た
の
で
あ
り
、
上
海
で
小
笠
原
と
面
会
し
、
南

京
に
向
か
う
よ
う
指
示
を
受
け
、
南
京
出
張
所
の
駐
在
と
な
っ
た
ほ
か（

（
（

、
同
派
が
運

営
す
る
中
国
人
青
年
僧
侶
養
成
所
で
あ
る
南
京
仏
学
院
で
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
教

務
主
任
兼
講
師
を
つ
と
め
た
の
で
あ
る（

（
（

。

な
お
、
こ
の
南
京
仏
学
院
と
い
う
の
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
（
二
月
、
中

支
の
宗
教
工
作
推
進
の
た
め
、
陸
軍
特
務
部
が
日
本
宗
教
各
派
を
横
断
的
に
結
ぶ
形

で
「
中
支
宗
教
大
同
連
盟
」（
以
下
、
大
同
連
盟
と
略
す
（
を
発
足
さ
せ
た
、
そ
の
下
部
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〈
二
　
大
宮
図
書
館
蔵
「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」〉

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
は
、
現
在
、
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
に
貴
重
書
扱
い
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
と
と
も
に
、
寄
贈
時

の
目
録
も
保
管
さ
れ
て
お
り
、「
一
、
大
谷
光
瑞
氏
関
係
資
料
十
二
点　

一
、
真
宗

史
関
係
文
書
」
と
、
そ
れ
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
い
つ
の
時
点
の
も
の
か

は
不
詳
な
が
ら
、
資
料
に
は
十
一
の
分
類
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
番
号
に
付
随
し

た
事
項
名
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
紹
介
す
る
と
、「
①
上
海
別
院
本
堂
礎
石
（
光
瑞

筆
（」、「
②
光
瑞
猊
下
寄
せ
書
き
」、「
③
小
笠
原
彰
眞
宛
褒
美
賞
状
」、「
④
大
谷
光

瑞
著
『
支
那
古
陶
瓷
』」、「
⑤
ア
ル
バ
ム
大
谷
光
瑞
関
係
資
料
（
上
海
別
院
関
係
資

料
（」、「
⑥
古
陶
瓷
類
」、「
⑦
上
海
別
院
調
査
書
（
民
国
（5
年
（（
月
（」、「
⑧
光
瑞
上

人
御
原
稿
」、「
⑨
小
笠
原
彰
眞
各
種
辞
令
書
」、「
⑩
宇
野
本
空
各
種
辞
令
書
」、「
⑪

そ
の
他
資
料
」
と
あ
り
、
寄
贈
目
録
に
い
う
光
瑞
関
係
資
料
十
二
点
が
具
体
的
に
ど

れ
を
指
す
か
な
ど
、
目
録
と
の
明
確
な
対
応
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

表
１
は
、
こ
の
分
類
に
沿
っ
て
資
料
の
内
容
を
一
覧
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
光
瑞
関
係
の
資
料
が
大
半
で
あ
る
が
、
戦
後
の
も
の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

い
る
。
な
お
、
⑦
と
⑪
、
お
よ
び
⑨
に
含
ま
れ
た
褒
状
一
通
は
、
戦
後
の
資
料
で
は

あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
（
八
月
の
終
戦
以
降
、
中
国
政
府
が
賠
償
と
し

て
中
国
内
の
日
本
資
産
を
接
収
し
た
際
の
も
の
で
、
日
中
戦
争
に
関
わ
る
資
料
で
あ

る
こ
と
が
特
に
留
意
さ
れ
た
。

【写真１～３】　西覚寺（徳島県吉野川市鴨島町牛島）
吉野川流域、美馬から剣山へと連なる山々を背に立つ西覚寺は、阿波地方への
浄土真宗移入に重要な役割を果たしたと伝えられる歴史的寺院である
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【表１】　龍谷大学大宮図書館蔵「小笠原彰眞資料」一覧　　西覚寺旧蔵（徳島県吉野川市）

現状における分類
（分類番号に付せられた事項名を原文のまま掲載） 資料内容

➀上海別院本堂礎石（光瑞筆） 掛軸1点（上海別院礎石銘文の原書）
　落款「本派本願寺上海／別院本堂礎石／昭和十八年八月／光瑞〔印〕〔印〕」

②光瑞猊下寄書き 印刷物2種4点
　「大正14年10月24日／京都都ホテル」2点
　「大正15年2月2日／三夜荘」2点（光瑞渡欧の送別会でのもの）

③小笠原彰眞宛褒美賞状 2点
　昭和29年10月4日付「褒状」（大谷光瑞随伴の功労に対するもの）
　昭和52年6月27日付「褒状」（宗派発展の功労に対するもの）

④大谷光瑞著『支那古陶瓷』 刊本1点　【写真8】
　陶雅会、昭和7年4月10日発行

⑤�アルバム大谷光瑞関係資料�
（上海別院関係資料）

アルバム1点（台紙10紙・写真52枚）　【写真7】
　上海別院写真のほか、大谷光瑞のアジア各所で様子を撮影したもの

⑥古陶瓷類　
　　

3箱約60点
　紺箱1箱（標本箱仕様、陶片6点、「大峪店孔汝器青」「大峪店孔」と墨書あり）　【写真5】
　紙箱1箱（陶片23点、付箋紙に「宋代官窯」「汝の官」とあり）
　段ボール箱（包5つで陶片約30点、包2つは龍谷大学紙袋で「郊壇窯」のメモ書あり）

⑦�上海別院調査書�
（民国35年12月［ﾏﾏ］）

1点（上海別院接収時の財産等目録で複数資料を綴じたもの）中華民国35年1月付　【写真6】
　日商産業報国表
　第二次財産調査書目録
　土地接収説明書
　土地明細表
　土地明細表
　土地登記表
　中華海員党部及仝海員工会押収七拾弐点什器
　今収到
　土地明細表
　建物明細表
　建物明細表
　自登第一一九号／不動産登記表
　別紙什器説明書
　日僑現有財物明細表　（10紙）
　有価証券明細書
　銀行預金明細表
　重要職員名簿　西本願寺上海別院
　華中・華南出張所概況（2紙）
　日僑現有財物明細表　（1紙）　
　日僑現有財物明細表　（5紙）　
　日僑現有財物明細表　（6紙）　
　御願
　呈為呈請准予完竣按収事務由
　今収到
　不動産登記表
　日冊六九八号　小笠原彰真（2紙）
　上海西本願寺所有地図

➇光瑞上人御原稿 大谷光瑞自筆原稿3種（下藤紋入原稿用紙の自筆原稿＋封筒1）
　支那鉄道建設計画（9枚）
　上海昭南大幹線（2枚）
　上海ビルマ印度大幹線

⑨小笠原彰眞各種辞令書 53点（昭和21年3月～昭和53年6月）
　※最古のものは中華民国35年/昭和21年3月付「奨状」1通　【写真4】
　　 （上海和平博物館の古物整理の功績に対する褒状）

⑩宇野本空各種辞令書 96点（大正4年4月～昭和16年6月）
　※小笠原娘婿の慶麿氏の実父が宇野本空
　　本空の自坊は奈良県吉野郡下市町の瀧上寺

⑪その他資料 上海福寿院関係書類2点
　決算書（袋とじ10紙）1点／昭和20年4月1日～ 9月30日
　領収書1点（「中華福寿院長　中津彰教殿」
　※福寿院は上海別院が運営した中国人の救護施設
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作
備
極
勤
労
特
予
奨
励
此
状

　
　

中
華
民
国
三
十
五
年
三
月
〔
印
〕

　
　
　

兼
所
長
王
光
漢（

（（
（

と
あ
り
、
戦
後
ま
も
な
く
、
国
民
政
府
陸
軍
第
三
方
面
軍
上
海
日
僑
管
理
所
が
、
小

笠
原
の
上
海
和
平
博
物
館
に
お
け
る
古
物
整
理
の
功
績
に
対
し
て
授
与
し
た
褒
状
だ

と
わ
か
る
。

終
戦
後
、
中
国
政
府
は
中
国
内
に
保
有
さ
れ
た
日
本
の
資
産
を
接
収
し
た
が
、
上

海
別
院
も
例
に
も
れ
ず
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
（
十
月
に
接
収
さ
れ
、
供
出
さ

れ
た
古
物
と
図
書
は
別
院
を
改
造
し
た
上
海
和
平
博
物
館
・
和
平
図
書
館
で
展
覧
に

供
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
小
笠
原
は
、
輪
番
と
し
て
別
院
と
別
院
関
係
者
の
財
産
を
中

国
政
府
に
譲
渡
す
る
作
業
と
と
も
に
、
古
物
に
つ
い
て
も
と
り
ま
と
め
、
両
館
で

展
覧
す
る
準
備
を
手
伝
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
和
平
博
物
館
・
和
平
図

書
館
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
新
聞
『
大
公
報
』
の
記
事
に
基
づ
き
、
別
院
接
収
時

の
様
子
を
紹
介
し
た
陳
祖
恩
氏
の
論
考
に
詳
し
い
。
す
な
わ
ち
、
同
年
十
二
月
の

上
海
日
僑
管
理
所
の
統
計
で
は
、
上
海
に
は
博
物
館
が
二
十
九
箇
所
、
図
書
館
が

五
十
三
箇
所
あ
り
、
収
蔵
さ
れ
た
古
物
・
古
画
類
は
千
五
百
六
十
八
点
、
書
籍
類
は

五
千
六
百
四
十
六
冊
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
上
海
別
院
に
集
め
ら
れ
、
整
理
・
登

録
・
鑑
定
を
経
た
の
ち
、
貴
重
な
も
の
は
和
平
博
物
館
・
和
平
図
書
館
で
一
般
に
公

開
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
供
出
作
業
は
第
三
方
面
軍
の
出
資
で
行
わ

れ
、
二
十
五
万
元
で
別
院
を
博
物
館
と
図
書
館
に
改
築
し
た
ら
し
い（

（1
（

。
ち
な
み
に
、

⑦
に
分
類
さ
れ
た
別
院
接
収
資
料
に
は
「
日
僑
現
有
財
物
明
細
表
」
と
い
う
形
で
図

以
上
が
、「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
の
大
略
で
あ
る
。
南
京
仏
学
院
や
貫
弌
に
関
す

る
も
の
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
断
片
的
で
も
あ
る
た
め
、
資
料
全
体
と
し
て

そ
の
史
料
性
を
問
う
こ
と
は
、
正
直
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
戦

時
下
の
学
術
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
上
海

和
平
博
物
館
に
関
す
る
褒
状
、
お
よ
び
、
中
国
古
陶
磁
の
陶
片
の
数
々
は
、
中
支
に

お
け
る
文
化
工
作
の
一
端
を
示
す
と
い
う
意
味
で
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
だ
と
判

断
さ
れ
た
。
戦
争
下
、
抗
日
感
情
を
抑
え
、
中
国
の
人
々
を
懐
柔
す
る
べ
く
、
軍
部

が
中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
宣
撫
工
作
に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
・
医
療
救
護
と

い
っ
た
社
会
事
業
だ
け
で
な
く
、
文
化
工
作
と
い
う
形
で
、
史
跡
・
古
物
の
学
術
調

査
や
博
物
館
建
設
な
ど
の
文
化
支
援
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
次
章
で
は
「
小
川
貫
弌
資
料
」
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
、
上
記
二
種
の
資

料
に
つ
い
て
少
し
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
。

〈
三
　
小
笠
原
彰
眞
と
郊
壇
窯

�

─
中
支
に
お
け
る
文
化
工
作
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
〉

ま
ず
、「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
の
う
ち
、
改
め
て
紹
介
し
た
い
の
が
、
⑨
の
辞
令

類
に
分
類
さ
れ
て
い
た
、
中
華
民
国
三
十
五
年
（
一
九
四
六
（
三
月
付
の
「
陸
軍
第

三
方
面
軍
上
海
日
僑
管
理
処
奨
状
」（
写
真
（
（
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

　

陸
軍
第
三
方
面
軍
上
海
日
僑
管
理
処
奨
状　

第
六
号

　
　

 

査
日
僑
小
笠
原
彰
真
策
進
日
僑
呈
献
古
物
曁
協
助
上
海
和
平
博
物
館
整
理
工
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疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
に
は
、
北
支
の
中
心
で
あ
り
、
古

く
か
ら
仏
教
文
化
が
盛
ん
で
あ
っ
た
山
西
省
に
お
い
て
、
軍
部
の
主
導
の
も
と
、
文

化
工
作
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
仏
教
史
学
者
た
ち
が
太
原
の
博
物
館
（
山
西
省
立

新
民
教
育
館
、
現
在
の
山
西
省
民
俗
博
物
館
（
（1
（

（
を
拠
点
に
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
た
、
そ

う
し
た
こ
と
が
具
体
的
に
跡
づ
け
ら
れ
る
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。
ま

た
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
（
八
月
、
資
源
科
学
諸
学
会
連
盟
が
組
織
し
た
山
西

学
術
調
査
研
究
団
に
参
加
し
た
考
古
学
者
の
和
島
誠
一
も
、
山
西
省
が
中
国
古
代
文

明
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
軍
の
保
護
の
も
と
で
先
史
時
代
遺
跡
の
調
査
を
行

い
、
石
器
・
土
器
・
銅
器
な
ど
を
発
掘
し
た
が
、
十
二
月
ま
で
の
百
日
間
の
う
ち
、

五
十
日
を
現
地
調
査
に
費
や
し
、
残
り
は
太
原
の
博
物
館
で
収
蔵
遺
物
の
整
理
陳
列

を
行
っ
た
、
と
書
き
記
し
て
い
る（

（1
（

。

ち
な
み
に
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
（
十
一
月
の
太
原
占
領
以
降
、
博
物
館
に

お
い
て
文
化
財
を
管
理
し
た
の
は
日
本
陸
軍
第
百
九
師
団
内
に
設
置
さ
れ
た
山
西
文

化
保
護
会
で
あ
る
。
戦
禍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
市
街
地
の
復
興
と
と
も
に
、
学

者
た
ち
の
調
査
活
動
を
管
轄
し
て
貴
重
な
歴
史
遺
物
を
文
化
財
と
し
て
博
物
館
に

集
め
、
保
護
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
、
と
み
ら
れ
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
（
十
二
月
に
は
、
太
原
博
物
館
は
山
西
省
公
署
教
育
庁
に
返
還
さ
れ
て

お
り
、
名
称
も
山
西
省
立
新
民
教
育
館
と
変
更
さ
れ
、
親
日
派
政
権
の
管
理
下
に

移
っ
て
い
る
が
、
軍
の
特
務
機
関
と
の
連
携
は
相
変
わ
ら
ず
保
た
れ
て
い
た
ら
し

く
、
事
実
、
貫
弌
や
和
島
は
軍
の
保
護
下
で
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
よ
う
に
、
博
物
館
を
通
し
た
文
化
財
保
護
に
大
き
く
軍
部
が
関
与
し
た
こ
と
は
、

書
目
録
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
供
出
さ
れ
た
図
書
の
一

部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
供
出
さ
れ
た
古
物
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
接
収
さ
れ
た
書

画
類
は
平
凡
で
貴
重
な
も
の
が
な
い
と
『
大
公
報
』
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と（

（1
（

、
お

よ
び
、
中
支
と
い
う
地
域
の
歴
史
的
な
土
地
柄
か
ら
推
す
と
、
中
国
古
陶
磁
を
中
心

と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、

「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
中
の
陶
片
類
で
あ
る
（
写
真
5
（。
全
部
で
六
十
点
ほ
ど
の
陶

片
と
と
も
に
、「
大
峪
店
孔
」
や
「
郊
壇
窯
」「
八
卦
田
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
や
メ
モ

書
き
が
目
を
引
く
。
と
い
う
の
も
、
実
の
と
こ
ろ
小
笠
原
は
、
南
宋
時
代
の
官
窯
の

う
ち
、
謎
の
官
窯
と
さ
れ
て
い
た
郊
壇
窯
を
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
（、
杭
州
郊

外
の
八
卦
田
の
地
で
発
見
し
た
人
物
と
し
て
、
中
国
陶
磁
史
上
に
そ
の
名
を
と
ど
め

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
笠
原
自
身
の
回
顧
に
よ
る
と
、
郊
壇
窯
の
発
見

は
ひ
と
え
に
光
瑞
に
よ
る
学
問
的
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
光
瑞
の
古
陶
磁
趣
味
に
性

来
の
探
求
癖
が
加
わ
っ
て
、
中
国
陶
磁
史
に
大
き
く
貢
献
す
る
数
々
の
成
果
を
成
し

遂
げ
て
い
っ
た
、
そ
の
う
ち
の
一
例
が
郊
壇
窯
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

確
か
に
、『
支
那
古
陶
瓷
』
を
見
て
も
、
光
瑞
は
南
宋
の
官
窯
に
つ
い
て
力
説
を

展
開
し
て
お
り
、
浙
江
省
な
ど
、
中
国
の
中
支
地
域
に
お
い
て
、
小
笠
原
ら
と
と
も

に
古
陶
磁
の
調
査
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
中

の
陶
片
類
も
、
お
そ
ら
く
は
そ
う
し
た
調
査
時
の
発
掘
品
だ
と
み
て
よ
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
戦
後
に
お
け
る
小
笠
原
の
言
そ
の
ま
ま
に
、
光
瑞
や
小
笠
原
の
調
査
が

も
っ
ぱ
ら
骨
董
趣
味
的
な
も
の
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
少
し
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一
一
九

が
、
翌
年
に
は
博
物
館
に
格
上
げ
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
（
の
満
州

事
変
を
経
て
、
旅
順
博
物
館
と
な
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
日
中

戦
争
勃
発
と
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
（
に
旅
順
博
物
館
は

収
蔵
展
示
を
大
幅
に
拡
張
し
て
お
り
、

　

本
館
蔵
品
ノ
増
加
ニ
関
シ
テ
特
ニ
記
ス
ベ
キ
ハ
考
古
部
ニ
於
イ
テ
篤

志
ノ
士
ノ
厚
意
ニ
俟
ツ
所
多
ク
就
中
、
大
谷
光
瑞
師
ノ
中
央
亜
細
亜
及
印

度
ニ
於
イ
テ
蒐
集
セ
ラ
レ
タ
ル
遺
品
竝
ニ
南
満
州
鉄
道
会
社
ヨ
リ
満
州

及
蒙
古
発
見
ノ
多
数
品
目
ノ
交
付
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
ナ
リ
。

と
、
そ
こ
に
光
瑞
の
蒐
集
品
も
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

と
す
れ
ば
、
中
支
地
域
で
も
同
様
の
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、

上
海
に
三
十
館
近
く
あ
っ
た
と
い
う
博
物
館
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
動
向
を
間
接

的
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
で
き
る
。
な
お
、
小
笠
原
の
郊
壇
窯

発
見
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
（
二
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
が（

1（
（

、
日
中
戦
争
勃

発
以
降
、
こ
の
よ
う
な
従
前
の
発
掘
品
を
含
め
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
中
国
古
陶

磁
の
優
品
が
蒐
集
さ
れ
、
文
化
工
作
の
一
環
と
し
て
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
、
展
示
に

供
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
大
公
報
』
に
よ
る
と
、
第
三
方
面
軍
総
司
令
の
湯
恩

伯
は
、
接
収
に
あ
た
っ
て
上
海
別
院
を
視
察
し
た
際
、「
両
館
の
設
立
は
記
念
の
意

義
が
極
め
て
大
き
く
、
内
部
の
配
置
は
で
き
る
だ
け
完
全
に
す
る
よ
う
」
指
示
を
出

し
た
と
い
う（

11
（

。
俄
か
づ
く
り
と
は
い
え
、
和
平
博
物
館
の
開
設
に
臨
ん
で
「
記
念
の

意
義
が
大
き
い
」
と
湯
総
司
令
に
言
わ
し
め
た
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
日
本
統
治

下
に
お
い
て
、
博
物
館
と
い
う
も
の
が
日
本
の
占
領
政
策
上
、
非
常
に
有
効
な
政
治

一
見
す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
十
九
世
紀
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
確
立
さ
れ
た
博
物
館
と
い
う
制
度
は
、
国
家
と
い
う
も
の
を
視
覚
的

に
示
す
と
い
う
点
で
、
す
ぐ
れ
て
近
代
的
な
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
あ
り
、
明
治
時
代

に
日
本
に
も
そ
れ
が
導
入
さ
れ
、
近
代
国
家
化
の
過
程
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
日
本
の
植
民
地
支
配
に
お
い
て
も
、
博
物
館

は
非
常
に
有
効
な
文
化
工
作
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
、
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
満
州
で
の
こ
と
に
な
る
が
、
光
瑞
と
も
関
連
す
る
事
柄
と
し
て
旅
順
博

物
館
の
例
も
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
滋
賀
大
学
経
済
経
営
研
究
所
蔵
「
旅
順
博

物
館
陳
列
品
図
録
」
の
冒
頭
、「
序
言
」
に
は
、

　

旅
順
博
物
館
ハ
モ
ト
関
東
軍
都
督
府
満
蒙
物
産
館
ト
称
シ
大
正
六
年

四
月
、
其
創
設
ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
翌
七
年
十
一
月
、
本
館
ノ
成
ル

ニ
及
ビ
博
物
館
ト
改
称
シ
次
デ
同
八
年
四
月
、
都
督
府
ノ
改
制
ト
共
ニ

関
東
庁
ノ
名
称
ヲ
冠
シ
爾
来
十
有
余
年
ヲ
経
シ
ガ
昭
和
九
年
十
二
月
、

関
東
州
庁
ノ
分
立
ニ
伴
ヒ
茲
ニ
所
在
地
名
ヲ
冠
シ
旅
順
博
物
館
ト
称
名

ス
ル
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
～（
中
略
（～

　

本
館
ハ
満
洲
蒙
古
及
支
那
本
土
ニ
於
ケ
ル
考
古
及
風
俗
参
考
品
ヲ
主

体
ト
シ
其
ノ
標
本
総
数
三
万
余
点
ヲ
蒐
蔵
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
輓
近
東
亜

ニ
於
ケ
ル
考
古
学
ノ
趨
勢
ハ
本
館
ヲ
シ
テ
益
々
考
古
学
的
博
物
館
ト
シ

テ
其
態
容
ヲ
定
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
機
ニ
ア
リ
。

と
あ
っ
て
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
（
に
創
設
さ
れ
た
関
東
都
督
府
の
満
蒙
物
産
館
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的
手
段
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
戦
後
、
中
国
政
府
は
そ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
、
そ
の

政
策
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

で
は
、
和
平
博
物
館
・
和
平
図
書
館
で
展
覧
に
供
さ
れ
た
古
物
や
書
籍
は
、
そ
の

後
、
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
海
で
内
山
書
店
を
経
営
し
て
い
た
内
山
完
造

に
よ
る
と
、
南
京
故
宮
博
物
館
と
国
立
大
学
図
書
館
に
分
贈
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の

処
分
の
内
容
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う（

11
（

。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
今

後
、「
小
川
貫
弌
資
料
」
に
よ
っ
て
跡
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
学
術
調
査
と
宣
撫
工
作

と
の
関
係
を
、「
小
笠
原
彰
真
資
料
」
中
の
古
陶
磁
類
を
通
し
て
考
察
す
る
た
め
に

は
、
和
平
博
物
館
か
ら
南
京
博
物
院
へ
の
陶
磁
器
の
移
動
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
く
と
と
も
に
、
上
海
別
院
の
関
係
資
料
を
さ
ら
に
渉
猟
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う（

11
（

。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
現
今
に
お
い
て
そ
の
検
証
は
簡

単
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
以
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

〔
謝
辞
〕

龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
西
域
総
合
研
究
班
」
代
表
の
三
谷
真

澄
氏
、
お
よ
び
、
同
「
小
川
貫
弌
師
旧
蔵
資
料
の
調
査
研
究
」
グ
ル
ー
プ
代
表
の
佐

藤
智
水
氏
、
大
宮
図
書
館
大
木
彰
氏
に
は
、「
小
笠
原
彰
眞
資
料
」
を
調
査
す
る
に

あ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
近
代
仏
教
史
を
専
門

と
す
る
台
湾
高
雄
大
学
・
仏
光
大
学
柴
田
幹
夫
氏
、
龍
谷
大
学
野
世
英
水
氏
、
元
・

広
島
大
学
敦
煌
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
白
須
淨
眞
氏
に
も
、
同
資
料
に
つ

い
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
二
一

二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度　

研
究
代
表
者
藤
井
由
紀
子
（。

（
（
（　 

後
年
に
回
顧
し
た
貫
弌
の
手
記
に
は
、「
昭
和
十
四
年
四
月
上
海
に
上
陸
し
上

海
別
院
の
小
笠
原
彰
眞
開
教
総
長
の
も
と
で
南
京
派
遣
が
命
ぜ
ら
れ
、
南
京
の

太
平
路
白
菜
園
の
西
本
願
寺
出
張
所
横
湯
通
之
主
任
の
も
と
で
厄
介
に
な
り
鳳

山
古
林
律
寺
に
入
り
中
国
僧
と
共
に
南
京
仏
学
院
の
起
立
生
活
を
す
る
こ
と
ゝ

な
っ
た
」
と
あ
る
（
小
川
貫
弌
「
仏
教
史
学
を
志
し
て
」、
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫

弌
資
料
」、
昭
和
五
十
一
年
（。

（
（
（　 
興
亜
留
学
生
と
は
、
西
本
願
寺
が
日
中
戦
争
下
の
中
国
に
派
遣
し
た
留
学
生
の

こ
と
を
指
す
。
北
京
へ
は
三
上
諦
聴
、
新
野
修
基
、
中
支
へ
は
貫
弌
と
海
野
昇

雄
の
計
四
名
の
派
遣
が
事
前
に
決
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
注
（
資
料
（。

写真７　「アルバム」より上海別院古写真

写真８　「支那古陶瓷」（大谷光瑞著）

写真６　「上海別院調査書」

（
（
（　 

徳
島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
牛
島
所
在
。『
鴨
島
町
誌
』や『
徳
島
県
史
』に
よ
る
と
、

西
覚
寺
は
阿
波
地
方
に
浄
土
真
宗
を
移
入
し
た
小
笠
原
貫
道
が
、
寛
喜
二
年 

（
一
二
三
〇
（、
牛
島
に
建
立
し
た
森
ノ
坊
に
始
ま
る
と
い
う
（
鴨
島
町
教
育
委

員
会
編
『
鴨
島
町
誌
』、
鴨
島
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
。
徳
島
県

史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
徳
島
県
史
』
第
二
巻
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
（。
こ
れ
を

史
実
と
見
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
西
覚
寺
は
当
該
地
方
の
浄
土
真
宗
移

入
に
関
し
て
一
定
の
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た
寺
院
で
あ
る
、
と
解
す
る
こ
と

は
で
き
る
。

（
（
（　 

科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ｃ
「
日
中
戦
争
下
の
学
術
調
査
と
人
的
交
流
を
探
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
興
亜
留
学
生
小
川
貫
弌
の
記
録
よ
り
」
課
題
番
号（8K

009（（　



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
二
号

一
二
二

（
（（
（　 

小
笠
原
彰
眞
「
趣
味
と
光
瑞　

世
界
に
誇
る
陶
片
」（『
大
乗　

ブ
デ
ィ
ス
ト
マ

ガ
ジ
ン
』
第
五
巻
第
十
号
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
（。
な
お
、
小
笠
原
は
光
瑞
の

趣
味
に
影
響
を
受
け
て
陶
磁
器
研
究
を
始
め
た
と
あ
る
が
、
西
覚
寺
第
二
十
四

世
に
し
て
、
小
笠
原
の
実
父
で
あ
る
小
笠
原
徳
善
は
、
中
国
古
陶
磁
に
造
詣
が

深
く
、
斯
界
の
権
威
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
（
鈴
木
善
作
編
著
『
地
方
発
達
史

と
そ
の
人
物
』
四
国
の
巻
、
郷
土
研
究
社
、
昭
和
十
七
年
九
月
（、
小
笠
原
に
は

も
と
も
と
中
国
古
陶
磁
に
な
じ
む
素
地
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（5
（　 

中
華
民
国
八
年
（
一
九
一
九
（
十
月
、
太
原
文
廟
内
に
開
設
さ
れ
た
山
西
省
教

育
図
書
博
物
館
を
濫
觴
と
し
、
山
西
公
立
図
書
館
、
山
西
省
立
民
衆
教
育
館
と

名
称
を
変
え
、
太
原
占
領
以
降
は
日
本
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
（
山
西
省
博

物
館
編
『
山
西
省
博
物
館
八
十
年
』、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
（。

（
（（
（　 

貫
弌
自
身
、
太
原
崇
善
寺
で
十
一
点
の
経
典
類
を
発
見
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

同
館
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
朝
日
新
聞
』
北

支
版
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
（
九
月
二
十
七
日
号
（。

（
（（
（　 

和
島
誠
一
「
山
西
省
河
東
平
野
及
び
太
原
盆
地
北
半
部
に
於
け
る
先
史
学
的
調

査
の
概
要
」（『
和
島
誠
一
主
要
著
作
集　

日
本
考
古
学
の
発
達
と
科
学
的
精
神
』、

和
島
誠
一
著
作
集
刊
行
会
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
（。

（
（8
（　 「
山
西
文
化
保
護
会
設
立
趣
意
書
」（『
太
原
博
物
館
案
内
』、
山
岡
部
隊
内
山
西

文
化
保
護
会
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
（。

（
（9
（　 

北
沢
憲
昭
『
眼
の
神
殿
─
「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ト
』（
美
術
出
版
社
、
平
成
元

年
九
月
（。

（
（0
（　 

滋
賀
大
学
経
済
経
営
研
究
所
蔵
「
旅
順
博
物
館
陳
列
品
図
録
」（
旅
順
博
物

館
、
昭
和
十
二
年
七
月
（。
同
資
料
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
大
学
経
済
経
営
研
究
所

「
収
集
資
料
＆
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
検
索
シ
ス
テ
ム
」https://m

okuroku.
biw

ako.shiga-u.ac.jp/

を
利
用
。

（
（（
（　 

一
般
に
中
国
陶
磁
史
に
お
い
て
郊
壇
窯
の
発
見
は
昭
和
五
年
二
月
二
十
五
日
と

さ
れ
る
が
、
注
（（
に
お
け
る
小
笠
原
の
回
顧
に
し
た
が
っ
て
二
月
二
十
四
日
と

し
た
。

（
（（
（　 
注
（（
陳
氏
前
掲
論
文
。

（
（（
（　 
内
山
完
造「
ズ
ル
イ
奴
だ
な
あ
」（
内
山
嘉
吉
編『
魯
迅
の
思
い
出
』、社
会
思
想
社
、

昭
和
五
十
四
年
九
月
（。

（
5
（　 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
国
際
部
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
編
纂
委
員

会
編
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派　

ア
ジ
ア
開
教
史
』（
本
願
寺
出
版
社
、
平
成
二
十

年
三
月
（。

（
（
（　 
海
外
開
教
要
覧
刊
行
委
員
会
編『
海
外
開
教
要
覧　

海
外
寺
院
開
教
使
名
簿
』（
海

外
開
教
要
覧
刊
行
委
員
会
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
（。

（
（
（　 

南
京
仏
学
院
の
院
長
は
南
京
出
張
所
ト
ッ
プ
の
横
湯
通
之
が
つ
と
め
た
。
南
京

出
張
所
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
（
に
太
平
路
白
菜
園
に
開
設
さ
れ
た
が
、

後
に
中
山
東
路
上
乗
巷
に
移
転
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
（
に
別
院
に
昇
格

し
た
。

（
8
（　 

大
同
連
盟
の
総
裁
は
近
衛
文
麿
、
副
総
裁
に
は
後
に
第
二
次
近
衛
内
閣
の
参
議

を
つ
と
め
た
光
瑞
が
推
戴
さ
れ
た
。
ま
た
、
連
盟
の
組
織
構
成
は
神
道
部
・
仏

教
部
・
基
督
教
部
・
総
務
局
と
な
っ
て
い
た
（
松
谷
曄
介
「
日
中
戦
争
期
に
お

け
る
中
国
占
領
地
域
に
対
す
る
日
本
の
宗
教
政
策
─
中
支
宗
教
大
同
連
盟
を
め

ぐ
る
諸
問
題
─
」、『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
第
二
十
六
号
、平
成
二
十
五
年
三
月
。

新
野
和
暢
『
皇
道
仏
教
と
大
陸
布
教
─
十
五
年
戦
争
期
の
宗
教
と
国
家
─
』、
社

会
評
論
社
、
平
成
二
十
六
年
二
月
（。

（
9
（　 

小
笠
原
彰
眞
「
中
支
宗
教
大
同
連
盟
結
成
記
」（
福
田
闡
正
編
「
中
支
宗
教
大
同

連
盟
年
鑑
」、
中
支
宗
教
大
同
連
盟
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
。
大
東
仁
・
槻
木
瑞

生
編
『
日
本
仏
教
団
（
含
基
督
教
（
の
宣
撫
工
作
と
大
陸
』
第
（（
巻
所
収
、
龍

渓
書
舎
、
平
成
三
十
年
十
二
月
（。
そ
の
ほ
か
、
小
笠
原
彰
眞
「
中
支
宗
教
大
同

連
盟
成
る
」（『
教
海
一
瀾
』
第
八
六
二
号
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
（。

（
（0
（　 「
日
華
仏
教
連
盟
結
成
総
会
並
大
会
秩
序
表
」（
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」、

昭
和
十
四
年
四
月
頃
（。

（
（（
（　 

封
筒
表
に
は
「〔
墨
書
〕
内
奨
状
一
件
／
小
笠
原
彰
真
」「〔
印
刷
〕
第
三
方
面
軍

上
海
日
僑
管
理
処
緘
」、
封
筒
裏
に
は
「〔
印
刷
〕
陸
軍
」
と
あ
る
。

（
（（
（　 

陳
祖
恩
（
加
藤
斗
規
訳
（「
大
谷
光
瑞
と
上
海
─
上
海
西
本
願
寺
と
上
海
日
本
人

社
会
」（
柴
田
幹
夫
編
『
大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア
─
知
ら
れ
ざ
る
ア
ジ
ア
主
義
者
の

軌
跡
』、
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
二
年
八
月
（
よ
り
下
記
を
引
用
。「
滬
日
僑
献

古
物
書
籍
」（『
大
公
報
』
一
九
四
五
年
十
二
月
二
十
二
日
号
（、「
和
平
図
博
物
館
、

三
週
以
後
開
幕
」（『
大
公
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
十
四
日
号
（。

（
（（
（　 

注
（（
を
参
照
の
こ
と
。



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
『
小
川
貫
弌
資
料
』
調
査
報
告
（
七
）

一
二
三

（
（（
（　 「
小
川
貫
弌
資
料
」
に
よ
る
と
、
山
西
省
立
民
衆
教
育
館
に
は
、
貫
弌
が
太
原
崇

善
寺
や
五
台
山
で
発
見
し
た
古
経
典
類
も
収
蔵
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の

後
身
で
あ
る
山
西
省
文
物
局
所
管
の
山
西
省
民
俗
博
物
館
の
蔵
品
に
は
、
そ
れ

ら
は
現
在
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
一
九
四
九
年
十
月
、
中
華
人
民
共
和
国

が
誕
生
し
て
以
降
、
同
博
物
館
は
山
西
省
図
書
博
物
館
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九

五
三
年
か
ら
は
山
西
省
博
物
館
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
場
所
は
文
廟

内
で
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
な
っ
て
汾
河
の
西
岸
に
場
所
を
変

え
、
山
西
省
博
物
院
と
い
う
形
で
新
た
な
省
立
の
博
物
館
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

で
、
そ
の
所
蔵
品
も
多
く
移
動
を
み
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

今
後
は
中
国
の
古
物
の
移
動
史
も
視
野
に
含
め
て
調
査
を
行
い
た
い
、
と
考
え

て
い
る
。




